
（別紙３）

～ 令和 7 年  1  月  18  日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和 7 年  1  月  18  日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
活動の質を向上させるために根拠をもって活動案作成できる

ようにしていく

2
保護者からの相談は全体で共有、迅速かつ適切に誠実に対応

できるように徹底する。

3
・職員の専門性を更に高める

・話し合う時間の確保

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

繋がりのある計画的な活動に取り組んでいる事。

・月間プログラムの作成。

・毎日の活動案の作成、打ち合わせをすること。

保護者の相談しやすい雰囲気づくりをしていること。

・連絡帳、電話等で連携。

・写真で日々の活動の様子を知らせ安心して頂けるようにし

　ている。

職員の多角的な視点から支援ができていること。

・職員間で話し合うことで様々な視点でアプローチしてい

る。

・研修会の実施

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

令和 6 年  12  月  16  日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 7 年  2  月  10  日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ドリームるんるん　こじかの部屋

○保護者評価実施期間
令和 6 年  12  月  16  日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


